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第 3章「総論『うつほ物語』における子」では、第 1章、第 2章を通じて確認した子の流離
と救済の問題が、物語全体を通してどのように機能しているのか考えた。第 1節「物語全体に
おける子どもの流離と救済」では、父や母のいない人物たちが、どのように流離し救済されて
ゆくか、物語全体を通して概観した。第 2節「後半部における子どもの流離と救済」では、第
一節の結論をもとに、後半部における子どもを取り上げた。後半部の子どもたちは、前半部の
子の動きと連動するかのように、「家」や親との関係が危うくなってしまいそうになる。しか
し、それが杞憂に終わり、「家」や親子の連帯がますます強くなる様子を論じた。 
結論では、本論文のまとめをおこない、そこから浮かび上がった問題点、課題を提示した。 
